第２３章　司法及び警察
民事、行政事件の概況
　昭和59年中に府下の各裁判所が取り扱った新受理件数は、20万2580件で前年に比べ１万2797件（6.7パーセント）の増加となった。
　裁判所別にみると、簡易裁判所が総受理件数の61.2パーセント（12万3958件）で、前年より5.4パーセント（6340件）増、地方裁判所は前年に比べ9.3パーセント（6224件）増の７万3386件となり構成比は36.2パーセントとなった。一方、高等裁判所（近畿２府４県分）は、前年より4.7パーセント（233件）増の5236件となり、構成比は2.6パーセントとなった。
　なお、既済件数は２万707件（11.4パーセント）増の22万3526件、未済件数は263件（0.4パーセント）減の6374件となった。
刑事事件の概況
　昭和59年中に府下の各裁判所が取り扱った新受理人数は、22万3249人で前年に比べ１万772人（0.3パーセント）増となった。
　新受理人数を裁判所別にみると、簡易裁判所が19万9963人と総受理人数の89.6パーセントを占めており、前年に比べて3154人（9.4パーセント）の増加となっている。次に地方裁判所は、構成比9.4パーセントの２万1039人で、前年に比べ2233人（9.6パーセント）の減となった。一方、高等裁判所（近畿２府４県分）においては2247人で、前年に比べ149人（6.2パーセント）の減となった。
家事事件の概況
　昭和59年中に家庭裁判所が取り扱った家事審判事件の新受理件数は、２万2013件で前年に比べ454件（2.1パーセント）増と、年々増加傾向を示している。これを事件の種類別構成比でみると、「子の氏の変更」が52.2パーセント（1万1495件）、次いで、「精神障害者保護義務者選任等」の16.0パーセント（3530件）となっており、この２事件で全体の約７割方を占めている。
　一方、調停事件の新受理件数は、6346件と前年増加したものの再び149件（2.3パーセント）の減となった。なお、主な事件の構成比をみると、「婚姻中の夫婦間の事件」が49.6パーセント（3147件）で、全体の約半分を占めており、次いで、「親権者変更等」が10.4パーセント（663件）、以下、「子の監護の処分」が9.0パーセント（573件）、「親子・婚姻関係の存否」の7.7パーセント（487件）と続いている。
少年保護事件の概況
　昭和59年中における新受理人員は６万1361人で、前年に比べ611人（1.0パーセント）減と若干減少している。
法令別にみると、「道路交通法違反」が構成比61.0パーセント（3万7428人）で前年に比べ91人（0.2パーセント）の増となっている。又、刑法犯は２万1847人で前年に比べ641人（2.9パーセント）の減少、特別法犯も107人（5.7パーセント）の減少となった。刑法犯の内訳では「窃盗」、「恐喝」、「業務上過失致死傷」はそれぞれ486人（4.1パーセント）、97人（15.3パーセント）、243人（4.2パーセント）減少したが、「横領」、「傷害」、「強姦」は88人（3.4パーセント）、147人（17.0パーセント）、55人（96.5パーセント）増加している。
　次に、昭和59年中の少年院の入出院状況をみると、新収容者は389人で前年に比べ33人（7.8パーセント）の減少となっている。
人権侵犯事件の概況
　大阪法務局が昭和59年中に取り扱った新受理件数は345件で、前年に比べ137件（28.4パーセント）の大幅な減少となり、昭和55年以来、５年連続の減少となった。
　事件別にみると「酷使虐待」の53人（63.9パーセント）減、「住民の安全に対する侵犯」の25人（27.5パーセント）減が目立っている。
刑法犯の概況
　昭和59年中に大阪府警察本部が取り扱った刑法犯認知件数は、15万7828件で前年より4460件（2.9パーセント）増加し、検挙件数も９万6887件と3874件（4.2パーセント）増加した。
　罪種別では、窃盗犯が13万4382件と全体の85.1パーセントを占めており、次いで知能犯１万5099件（構成比9.6パーセント）、粗暴犯5375件（構成比3.4パーセント）と、この３種で認知件数全体の98.1パーセントを占めている。
　一方、刑法犯少年検挙補導状況は、２万1350人で、前年を1012人（4.0パーセント）下回り、３年連続の減少となった。
　罪種別では、成年の場合と同様に、窃盗犯（１万4639人）、知能犯（3441人）、粗暴犯（2603人）が上位となっている。
　また年齢別では、14歳の4713人をピークに、15歳4620人、13歳3476人と中学生の補導人員が多い。
　ぐ犯・不良行為等少年行為別、学職別、年齢別補導人員は４万8191人で前年より2576人（5.6パーセント）増加した。
　行為別にみると「喫煙」が前年より1563人（5.7パーセント）増えて２万9132人で全体の60.5パーセントを占め、次いで「深夜はいかい」16.0パーセント、「薬物乱用」6.4パーセント、「怠学・怠業」4.5パーセント、「不良交友」3.4パーセントと続いている。又、学職別では、高校生が１万8008人（内喫煙が66.3パーセントを占めている。）と一番多い、年齢別でも、16歳、17歳、15歳の順に補導人員が多い。
